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１．世の中の動き

統計の学習は

小学校算数

中学校数学科

高等学校数学科

に託される。

しかし中高の現場では、

いずれまた統計分野は、なくなるのでは。。。



２．現状と問題点

数学の教員免許の必修科目「確率、統計学」は2単位程度

それゆえ統計分野に明るい数学教師は多くはない。

例えば、データが大きく左右に歪んでいる分布でも、

平均 →  分散 → 標準偏差

と計算させて終ってしまうのが実情。

箱ひげ図も、実際の資料をみたことがない
人がほとんど。

推測統計になるとほぼ壊滅的。



文科省検定教科書だけを頼りに数学教師が

問題を作ると、、、

＜例１＞（私が作った問題より）

身長157.5cm,159.5cm,161.5cm,162.0cm,164.5cmの平均値を

求めるときの仮平均を157.5cmに、、、

＜例2＞（参考書より）

50人の生徒の成績の分布。

国語で60点以下の生徒の

人数の最大値と最小値を求めよ。



３．解決策その１（教材開発）

• ページ数の制約なし

• 研究の時間が十分とれない小中高の教員でも

短時間で読めて勉強になるもの

• 新学習指導要領にも対応

• テキストを改定しました。

旧： http://yahoo.jp/box/YqE8vs（全８６ページ）

新： http://yahoo.jp/box/f_Lkeg（全105ページ）

→ ご意見をいただければ幸甚です。



４．テキストの目次
（現行中１）

§1 度数の分布 §2 代表値

§3 近似値・誤差・有効数字

（現行中３）

§4 標本調査 §5 練習問題

（現行高１）

§6 四分位数 §7 箱ひげ図

§8 練習問題§9 分散と標準偏差

§10 度数分布表から分散と標準偏差を求める

§11 分散を求める公式

§12 データを変換したときのいろいろな統計に関する量の変化
§13 散布図 §14 相関係数 §15 相関係数の注意

§16練習問題 §1７統計学への誘い（全105ページ）

一部小６へ

中２へ

一部高等学校へ？



５．時間配分と配当学年

§1 ～§5   ４時間程度 中１でも可能

§6～§16 ８時間程度 中３以上

（無理数を学習後）

§1７ ・回帰直線（平方和の分解・決定係数）

・検定

は内容的に難しいため高１後半以降か。



６．テキストの特徴

(2) 定義・方法に至る課程も丁寧に記述

よくかきまぜる →  無作為抽出

母集団サイズが大きくても
標本サイズを大きくしなくてもよい



６．テキストの特徴

(3) 散らばりの程度を表す量として

範囲，四分位範囲や分散などがでてくるが

それらの相互関係は？



６．テキストの特徴

(4) データの変換

センター試験に頻出だが

現行の教科書に記述がほとんどない？



６．テキストの特徴
(5) 手計算でできるように

標準偏差の計算



相関係数の計算



回帰直線の決定係数の計算



７．これからの課題

・データの集め方

・コンピュータソフトの選定とプログラミング教育

・アクティブラーニングの素材の提供



８．解決策その２

・統計検定が面白い！

かつセンター試験に似ている。

・中学生には４級，高校生には３級

教員にも２級の受験を強く勧める。

・教員免許更新のときの講座に

統計分野が欲しいです！


